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本協議会から最近の治安状況等についてお知らせいたします。会員各位ならびにご家族、また関係のご出張

者におかれましては治安状況等に十分ご留意いただき、掲載の事件・事故と同様の被害に遭われないよう十

分ご注意，ご周知ください。 

 

＊ＪＪＣ邦人安全対策連絡協議会  ＴＥＬ：３１５－０４１８ 

ＦＡＸ：３１９２－５９０２ 

＊在インドネシア日本国大使館     ＴＥＬ：３１９２－４３０８ 

 

 

１ 冒頭挨拶 

 １２月１１日に大統領宮殿前での警護隊交代式を狙った自爆テロ未遂事件が発生。年末年始を迎えるにあ

たり，大使館より年末年始の一般犯罪とテロへの注意喚起をメールにて在留邦人へ配信する予定（当館注：

１３日夜に配信した）。師走の多忙な時期ではあるが，いま一度基本に立ち返って点検していただき，警戒

を怠らないようお願いしたい。 

  

２ 最近の政治・治安情勢 

１２月１１日に大統領宮殿前で行なわれる警護隊の交代式に合わせてテロを敢行しようとしたとして，前

日１０日にインドネシア人４名が検挙された。圧力鍋もしくは炊飯器の中に仕込んだ高性能の爆弾を使い，

女性による自爆テロが計画されていた。詳細については今後情報収集を進めていくが，今回の事件でも警察

や治安当局がターゲットとなっており，一般人を巻き込む可能性も見受けられる。 

 また，この１か月間に各地でキリスト教会を狙ったテロ事件や，１１月４日に行われた大規模デモに便乗

したテロ計画で９名が逮捕されるなど，テロ情勢は予断を許さないと認識している。外出の際はいま一度，

身の回りの安全確保に意識を向けていただきたい。 

  

３ 邦人に関わる最近の事件・事故報告 

邦人が巻き込まれた大きな事件・事故の報告はなかったが，一般犯罪としてパンクの修理中に車内に置い

てあった鞄が盗まれる被害が発生している。パンクとの因果関係は判然としないが，２件の事案ともパンク

状況を確認するため被害者が車外に出た隙に，２人乗りのバイクが後方から接近し，ドアを開けられて車内

の鞄が盗まれている。 

 車両の異常やパンクが発生した場合は，可能な限りショッピングモールや会社の駐車場など安全な場所へ

移動しチェックを行っていただきたい。また，車外へ出る場合は必ず鍵を掛け所持品の所在をしっかり把握

しておくことが重要である。 

 なお，一般犯罪についても年末年始は犯罪が増加する傾向があるので注意をお願いしたい。 

 

４ 報告及び連絡 

（１）トルコ・イスタンブールのサッカースタジアムや，カイロのキリスト教教会でも爆弾テロが発生して

いる。海外へ出張や旅行の際は現地の大使館・総領事館からの危険情報をリアルタイムで入手できるよう，

たびレジの登録をお願いしたい。 

 

（２）外務省邦人援護統計が発表され，２０１５年の統計が外務省ホームページに掲載されている。海外渡



航者数は２０１２年をピークに減少傾向にあるが、邦人援護統計数については１９８６年の統計開始以降３

番目に多く，高水準で推移している。犯罪は４,７１９件で，うち３,８３４件が窃盗。次いで詐欺，強盗と

続く。邦人のテロ被害も２０１５年にシリア，チュニジア，今年はバンクラデシュで邦人７名が殺害される

事件が発生している。在外公館別の援護件数では多い順に１位タイ，２位フィリピン，３位上海，４位ロサ

ンゼルス，ニューヨーク。アジア地域の被害が最も多く６,１６０件となっている。 

 

（３）パスポート盗難に関して，９月下旬から１２月初旬より１７件発生し，この中でパンク強盗の被害が

１０月に４件発生していおり，いずれも手口が一致している。 

ア.９月下旬，男性６０代が，スナヤンの路上でタイヤ交換中に２人乗りのバイクが接近し鞄を盗まれた。 

イ.１０月２７日，４０代男性が，ブカシの路上でタイヤ交換中に後部座席から鞄を盗まれた。 

ウ.１１月１５日，５０代男性が，クラパガディン・プロガドゥンモールの路上でタイヤ交換中に２人乗り

のバイクが接近し，右側ドアを開けられて鞄を盗まれた。  

エ.１１月１６日，５０代男性が，チカランのガソリンスタンドでタイヤ交換中に鞄を盗まれた。 

  さらに、バイクによるひったくりの被害も２か月間で３件発生している。 

オ.１０月３０日，４０代男性が，ジャカルタ市内のホテル前でバイクに乗った２人組に後ろから鞄を引っ

たくられた。 

カ.１１月２日，４０代男性が，マスマンシュール通りシティウォーク（デパート）周辺を歩行中，後ろか

ら２人組のバイクが逆走し接近。肩に掛けていたパスポートの入った鞄を引ったくられた。 

キ.１２月７日，４０代男性が，グランドインドネシア（デパート）の裏手で歩きスマホ中に，２人組のバ

イクに同スマホを引ったくられた。 

  日本のパスポートは査証免除で訪問できる国が多いため，高価で売買されており犯罪に悪用される可能

性もあることから，パスポートの所持管理はご留意いただきたい。 

 

（４）空港において，ＶＯＡ（到着ビザ）購入のため３５米ドル支払ったが査証シールが貼られていない，

入国印が押印されていない等の報告があった。ＶＯＡを支払った際はシールと入国印の確認をお願いした

い。 

 

（５）年末年始に向けて大使館より年末年始の一般犯罪とテロへの注意喚起をメールにて在留邦人へ配信す

る予定。ご確認いただきたい。 

 

５ 最近の医療事情等 

ジカ熱やデング熱に対する防蚊対策，インフルエンザ等の感染症に引き続きご注意いただきたい。 

    

６ 質疑応答、各社（団体）からの報告等 

（質問） 

 報告のあったパンク強盗の被害者は、本人が車を運転していたのだろうか。 

 

（回答）大使館 

 被害者は運転手を雇っており、状況確認の為に車外に出たようだ。出来れば車外に出ない、止むを得ず

車外に出る場合は車の鍵を掛ける或は鞄を持って出るなどの対策をしていただきたい。 

 

（報告） 

 出張者がチカランのホテルに滞在中にクレジットカードのスキミング被害にあった。クレジットカード

の請求書は月単位となっており、被害が発覚して、ホテルに確認した際は防犯カメラのデータが残っておら

ず経緯を確認することができなかった。会社推薦ホテルを決める際は、防犯カメラの記録が何日分保管され

ているのかといった点を留意しておく必要がある。 

  



（報告） 

 １１月２３日に社内で危機管理の机上練習を実施した。駐在員約１２０名の中で１４名が危機管理担当と

なっているが、ジャカルタ市内で同時多発テロが発生したというシナリオで、取るべき行動を各担当者と再

確認した。 

 

（報告） 

 事前に予告はされていたが、１２月２日に弊社に査察が入った。 

その際、外国人家族証明書の申請日がKITASの取得日より１ヶ月以内でないといけないという規則がある

との事で、日付も厳しくチェックされた。  

 

（報告）JJS 

・１１月２５日のデモ情報が入った際は４校時までで一斉下校とした。 

１２月２日の大規模集会の際は２校時までで緊急下校とした。事前に大使館と連絡を取りながら、方針の

決定を行なった。今後もこの様な事があると予想される為、各機関と連携を取りながら安全第一で運営を行

いたい。 

 

・１１月に２日間に渡り、中学２年生が企業を訪問し職場体験、報告会を行ない良い体験となった。今後も

各企業の皆様へ協力をお願いしたい。 

  

・１２月５日に職員の家族がチランダックのカルフール付近で、渋滞中に後続の車から降りてきた男性か

ら、車が接触したと因縁をつけられた。運転手が車外で対応した際に車の鍵を奪われ金銭を強要されるも、

無視したところ更にキーケースに入れていたＳＴＮＫ（車両番号登録書）を奪われ、返して欲しければ付い

てくる様に脅迫された。しかし運転手はそれに従わず、後日契約しているレンタカー会社を通してＳＴＮＫ

再発行の申請を行なった。 

この報告を受けて、トラブルが発生した際は車内に留まる、止むを得ず車外へ出る場合は鍵を掛ける等の

徹底を職員へ共有した。 

 

（報告）JJC 

 １２月２日の大規模集会の際は、朝７時より周辺道路が閉鎖される等の混乱が見込まれた為、窓口業務を

休業する等の対策を取った。今後もこの様な大規模デモ・集会が発生する可能性があり、対応策を協議して

いきたい。 

 

（報告）JJC 

 １２月１１日（日）８時頃にトランスジャカルタに乗車し、サリナデパート前にて下車。混雑している中

でベルトにつけていたストラップから携帯電話を抜き取られた。混雑しているバスの中では貴重品はバック

パックに入れ、前に抱えるなどの注意が必要であった。 

 

 

 

次回の邦人安全対策連絡協議会は１月１７日（火）午前１１時から 


